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○ 全体構成 

   ・カルテの作成単位  １施設ごと 

   ・ページ構成     Ａ４版２ページ（表裏） 

   ・データ年度     令和２年度末 

   ・カルテ作成年度   令和４年度 

   ・表面の構成 

１ 基本情報 

 

 

 

 

 

２ 運営情報 

３ 公共施設等総合管理指針による分類 

４ 利用情報 

 

 

 

 

                              

                      

   ・裏面の構成 

      ５ 建物情報     

    

                      ６ 収支情報 

 

 

 

                      ７ 情報分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設カルテの説明 
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○ 表面の説明 

 １ 基本情報 

 

 

                             

                           土地に関する情報 

             

 

                           主要な建物に関する情報 

 

 

 

   ・市有面積     土地の面積は、登記簿面積を基本としている。 

   ・建築年（西暦）  主となる建物の建築年を記載している。 

             改築の場合は、建築年が従前と変わらない。 

   ・法定耐用年数   市の資産台帳に登録された※法定耐用年数である。 

              ※統一基準による地方公会計の固定資産台帳で使用する耐用年数 

   ・差引年数     老朽度を直接示す数字ではないが、目安として表示している。 

 

 

 ２ 運営情報 

 

 

 

 

   ・管理形態     直営      ：市職員が直接管理運営しているもの。 

             直営（業務委託）：運営等を委託しているもの。 

             指定管理    ：議会議決を経て、管理運営を民間に委任し 

ているもの。 

 

 

 ３ 公共施設等総合管理指針による分類 

 

 

 

 

   分類は、総務省が例示する分類を参考とし、当市の分類を設定している。 
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４ 利用情報 

    

 

 

   ・１日あたり利用者数(人)a/b   運営日１日あたりの利用者としている。 

   ・グラフの縦の単位       同分類の他施設と比較しやすくするため、分類単

位で表示を統一している。 

   ・グラフの平均値        分類単位で比較するため同分類の平均値である。 
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○ 裏面の説明 

 ５ 建物情報 

 

 

 

 

 

 

 

   分析や評価に反映しないが、一般的な情報として簡潔に記載している。 

 

   ・老朽化率     施設ごとに条件が異なるため、正確な老朽度を算出できないも

のの、分析や評価には目安となる数値が必要であるため、総務省

が示す老朽化率により算出した参考数値である。 

 

   ・老朽化率の例示  老朽化率 10.0％ ： 新しい施設 

             老朽化率 90.0％ ： 老朽化が進んでいる施設 

       老朽度 

           100% 

        経年で老朽度が上昇 

50%                  経年で再び上昇 

 

               改修すると老朽度が下がる 

        0   10   20   30      40      50     経過年数 
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６ 収支情報 

    

 

 

   経常的な収支について記載しており、一般的にどのくらいの管理経費が必要なのか 

比較できるよう記載した。 

   大規模修繕などの臨時的な支出を除外している。 

 

   ・収入の「料金」     施設の使用料である。 

                指定管理の施設は、指定管理者が収支を管理できる制度

であり、本カルテに記載しない場合がある。 

 

   ・1 ㎡あたりの・・・   建物が中心の施設は、1 ㎡あたりの額を記載している。 

                公園やグラウンド類は、１ha あたりの額としている。 
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７ 情報分析 

カルテの情報を分析しやすくするため、マトリクス図で視覚化した。 

   ・老朽化率   「５建物情報」の老朽化率である。 

   ・利用状況   施設ごとに条件が異なるため、比較が難しい。 

           よって、目安として、利用日数や１日当たりの利用者数を基にして

算出した複数の数値を平均するなど、複数の数値を利用している。 

           特徴に合わせ、分類ごとに同じ方法で算出している。 

 

          市負担額平均値比較は、必要な市負担額について、同じ分類で比較

する「偏差値」として表している。  

               50 より上段は他と比較して市負担が少なく、 

               50 より下段は他と比較して市負担が多い傾向にある。 

                          

                             良好な状態と考えられる。 

            

                施設は新しいが、利用が少ないため、検証を行う。 

 

            老朽が進行中であるものの、利用が多い。 

            今後の修繕計画等について、検証を行う。 

 

          老朽化率が進み、他の施設と比べて利用が少ない。 

          あり方の検討を要する。 

 

 

 

 

 

上記の例は、市負担額も他の施設と比べて高くなっている。 

また、老朽化が特に進んでいて、利用状況が他の施設よりも少ないことから 

「あり方を検証すべき施設」と言える。 


